
 

物  質  名 ジエタノールアミン ＤＢ－17 

別  名 

2,2’-イミノジエタノール、N,N-

ジエタノールアミン、ビスヒドロ

キシエチルアミン 

構 造 式 

 

 
CAS 番号 111-42-2 

PRTR 番号 － 

化審法番号 2-302 

分子式 C4H11NO2 分子量 105.14 

沸点 268.8℃1)
 融点 28℃1)

 

蒸気圧 2.8×10
-4 

mmHg (25℃、実測値) 
2 )

 換算係数 1 ppm = 4.30 mg /m
3（25℃） 

分 配 係 数（log Pow） －1.43（実測値）2)
 水溶性 1×10

6
 mg/L（20℃、実測値）1)

 

急 性 毒 性 
 

 動物種 経路 致死量、中毒量等  

 マウス 経口 LD50 3,300 mg/kg
 3)

  

 ラット 経口 LD50 620 μL/kg
 3)

  
 

中 ・ 長 期 毒 性 

・ラットに 0、0.063、0.125、0.25、0.5、1％の濃度で 2 週間飲水投与した結果、1％群の雄 2/5

匹及び 0.5％以上の群の雌の全数が死亡または瀕死状態となり屠殺された。0.125％以上の群

の雌及び 0.5％以上の群の雄で体重増加の抑制、0.063％以上の群の雌及び 0.125％以上の群の

雄で腎臓重量の増加、0.25％群の雌及び 1％群の雄で尿細管上皮の壊死の発生率に有意差を認

めた。また、0.063％以上の群の雌及び 0.125％以上の群の雄でヘモグロビン濃度の減少、0.063

％以上の群の雌及び 0.25％以上の群の雄で網状赤血球数の増加に有意差が認められるなど、

貧血の症状がみられた 4, 5)。 この結果から、LOAEL は 0.063％（雌で 79 mg/kg/day）とする。 

・ラットの雄に 0、0.032、0.063、0.125、0.25、0.5％、雌に 0、0.016、0.032、0.063、0.125、0.25

の濃度で 13 週間飲水投与した結果、0.016％以上の群の雌及び 0.032％以上の群の雄で平均赤

血球血色素量、平均赤血球容積の減少、0.032％以上の群の雌雄でヘモグロビン濃度の減少、

0.032％以上の群の雌及び 0.063％以上の群の雄で赤血球数の減少、0.032％以上の群の雌及び

0.25％以上の群の雄で網状赤血球数の増加に有意差を認めた。また、0.016％以上の群の雌及

び 0.032％以上の群の雄で腎臓重量の増加、0.063％以上の群の雄及び 0.032％以上の群の雌で

肝臓重量の増加、0.25％以上の群の雄及び 0.125％群の雌で延髄及び脊髄の脱髄の発生率の増

加、0.5％群の雄及び 0.125％以上の群の雌で尿細管上皮の壊死の発生率の増加に有意差を認

めた。また、0.125％以上の群の雌雄で著明な体重増加の抑制、0.5％群の雄で 2/10 匹の死亡

がみられた 4, 5)。この結果から、LOAEL を雄で 0.032％（25 mg/kg/day）、雌で 0.016％（14 

mg/kg/day）とする。 

・マウスに 0、0.063、0.125、0.25、0.5、1％の濃度で 2 週間飲水投与した結果、0.5％以上の群

の雌及び 1％群の雄で痩せ、0.125％以上の群の雌及び 0.25％以上の群の雄で肝臓重量の増加、

0.125％以上の群の雌雄で肝細胞の腫脹などの変性、1％群で血清中の SDH 濃度の増加を認め

た 4, 6)。この結果から、NOAEL を 0.063％（雄で 110 mg/kg/day、雌で 197 mg/kg/day）とする。 

・マウスに 0、0.063、0.125、0.25、0.5、1％の濃度で 13 週間飲水投与した結果、0.25％群の雌

の 3/10 匹が死亡、0.5％以上の群の雌雄の全数が死亡または瀕死状態となり屠殺された。0.063

％以上の群の雌雄で肝臓重量の増加、0.125％以上の群の雌雄で腎臓重量の増加、0.125％以上



 

の雌及び 0.25％群の雄で GPT の増加、0.25％群の雄で SDH の増加に有意差を認めた。また、

0.63％以上の群の雌雄で肝細胞の変性、0.63％以上の群の雄及び 0.25％以上の群の雌で腎症、

0.25％以上の雌雄の心臓で心筋の変性などがみられた 4, 6)。この結果から、LOAEL を 0.063％

（雄で 104 mg/kg/day、雌で 142 mg/kg/day）とする。 

・ラットに 0、15、150、400 mg/m
3 を 90 日間（6 時間/日、5 日/週）鼻部吸入させた結果、15 mg/m

3

以上の群の咽頭で限局性の扁平上皮化生、慢性炎症、150 mg/m
3 以上の群の咽頭で扁平上皮過

形成の発生率の増加を認めた。また、150 mg/m
3 以上の群では肝臓、腎臓への影響もみられ

た 7) 。この結果から、LOAEL を 15 mg/m
3（ばく露状況で補正：2.7 mg/m

3）とする。 

・ラットに 0、1.5、3、8 mg/m
3 を 90 日間（6 時間/日、5 日/週）鼻部吸入させた結果、3 mg/m

3

以上の群で咽頭上皮の扁平上皮化生の発生率が増加し、8 mg/m
3 群では炎症性細胞浸潤も発生

した 8)。この結果から、NOAEL を 1.5 mg/m
3（ばく露状況で補正：0.27 mg/m

3）とする。 

・ラットに 25.8 mg/m
3 を 13 週間（8 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、体重増加の抑制、肺及

び腎臓重量の増加がみられたとの報告 9)があるが、抄録のみで詳細は不明である 。 

生 殖・発 生 毒 性 

・ラットの雄に 0、0.032、0.063、0.125、0.25、0.5％の濃度で 13 週間飲水投与した結果、0.125

％以上の群で精巣上体の重量の減少、0.25％群で精細管の変性、精子数や精子の運動性の低

下を認めた 4, 5)。この結果から、NOAEL を 0.063％（48 mg/kg/day）とする。 

・ラットに 0、50、200、500、800、1,200 mg/kg/day を妊娠 6 日から 15 日まで強制経口投与し

た結果、500 mg/kg/day 以上の群で死亡や瀕死状態となり屠殺された母ラットがみられ、200 

mg/kg/day 群で体重増加の抑制がみられた。なお、50 mg/kg/day 以上の群で妊娠への影響はな

かった 10)。この結果から、母ラットの NOAEL を 50 mg/kg/day とする。 

・ラットに 0、50、125、200、250、300 mg/kg/day を妊娠 6 日から 19 日まで強制経口投与した

結果、125 mg/kg/day 以上の群で腎臓重量の増加、200 mg/kg/day 以上の群で体重増加の抑制、

着床後胚損失率の増加に有意差を認めた。仔では、125 mg/kg/day 以上の群で 4 日生存率の低

下、200 mg/kg/day 以上の群で出生仔の低体重に有意差を認めたが、外表や内臓等の異常はな

かった 11) 。この結果から、母ラット及び仔の NOAEL を 50 mg/kg/day とする。 

・ラットに 0、10、50、200 mg/m
3 を妊娠 6 日から 15 日まで鼻部吸入（6 時間/日）させた結果、

200 mg/m
3 群で膣出血がみられ、胎仔では頸肋の発生率の有意な増加を認めた 12)。この結果か

ら、母ラット及び胎仔の NOAEL を 50 mg/m
3（ばく露状況で補正：13 mg/m

3）とする。 

ヒ ト へ の 影 響 

・眼に対して腐食性を示す。眼に入ると、発赤、痛み、重度の熱傷、経口摂取すると腹痛、灼

熱感を生じる。反復または長期の接触により、皮膚が感作されることがある。肝臓、腎臓に

影響を与えることがある 13)。 

・本物質を取り扱う男性労働者に、0.75、1.0 mg/m
3 を 15 分間吸入させた後、喘息性気道閉塞が

引き起こされた。また、本物質を 0.15%及びトリエタノールアミンを 0.32%含む切削油のエ

ーロゾルに 30 分間または 45 分間ばく露した後でも、同様の症状が起きた 14)。 

・ドイツの皮膚科情報ネットワーク（Information Network of Departments of Dermatology）から集

めた 1992～2000 年までの本物質に関する感作データを評価した結果、エタノールアミン類へ

の職業ばく露が本物質に感作するリスクの増加と関連することが示された。データ全体では

77/4,701 人（1.6％）が陽性反応を示し、このうちエタノールアミン類への職業ばく露の可能

性のある金属職工についてみると、61/1,906 人（3.2％）で、金属職工のなかでもエタノール

アミン類を含む切削油に接触する可能性のある金属切削作業の労働者では 36/325 人（11％）



 

で陽性反応がみられた 15, 16) 。 

発 が ん 性 

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許 容 濃 度 
 

 ACGIH
17)

 2 mg/m
3（0.46 ppm）  

 日本産業衛生学会 －  
 

暫 定 無 毒 性 量 等 の 設 定 

経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 14 mg/kg/day（ヘモ

グロビン濃度の減少、腎臓重量の増加など）を採用し、LOAEL であることから 10 で除し、さ

らに試験期間が短いことから 10 で除した 0.14 mg/kg/day を暫定無毒性量等に設定する。 

吸入ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 1.5 mg/m
3（咽頭上

皮の扁平上皮化生）を採用し、ばく露状況で補正して 0.27 mg/m
3 とし、試験期間が短いことか

ら 10 で除した 0.027 mg/m
3 を暫定無毒性量等に設定する。 
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